
応答の概要

邑個々の結果を確認する … 国 』鰹裏鼠 」 」

応答 平均時間 期間 アクティブ

263 06:06 62 日

1.主たる業種 売上割合がもっとも高いものを一つお選びください

● 建設業 64

・ 製造業 41

◎ 情報通信業 3

● 運輸業 9

0 卸売業 6

● 小売業 37

● 不動産業 7

● 飲食・宿泊業 17

● サービス業 57

壌 その他 22
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2.従業員数役員・家族従業員・パート・アルバイト除く

● 0人 47

● 1~5 人 108

◎ 6~10 人 30

● 11~2 0人 35

◎ 21~3 0人 9

● 31 人以上 34
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3.経営者の年齢

● 2 0~3 0歳代 15

● 4 0~5 0歳代 125

0 6 0歳代 80

● 7 0歳以上 43

16% 6%

48%
30%



4.質問売上高の動向直近1年間の売上高は前年の売上高と比較してどの程度で
すか

● 5 0% 未満 17

● 5 0%~8 0% 未満 37

◎ 8 0%~10 0% 未満 86

・ 10 0%~12 0% 未満 103

◎ 12 0% 以上 20

8% 6%

ミコーー 14%

39%

,- -ず + ノ / 33%

5.売上減少の要因

・ 燃料費の高騰 15

・
露
材料等価格の高 36

0 人員不足 16

犠 窒
の経費‐]スト 28

6 同業他社との競合 27

・ その他 23
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6.売上増加の要因

● 生産能力の向上 35

・
雇
人化による効率 5

◎ 人員の増加 18

新しい販路・事業の
開拓
その他の経費・]スト つ。
の圧縮 “

◎ その他 63
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7.仕入価格の動向

● 10 0% 未満 49

● 10 0%~12 0% 未満 152

◎ 12 0~15 0% 未満 55

● 15 0% 以上 7

2酪 〆琴塾1 19%

58%



8.直面してし、る経営上の問題・課題

● 燃料費の高騰 86

● 燃料の入手難 8

◎雛 料等価格の 似

・
露
材料等の入手 42

◎ 仕入単価の上昇 133

0 金利負担の増加 28

● 人件費の増加 92

● 人材不足 107

● 設備の老朽化 51

施設拡大用地の
不足
同業他社との競 m
合・競争激化 UV

● 需要の停滞・減少 59

◎蓄電承継‐後継者 32

● その他 10
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9.原材料の入手困難への対策

● 高価格でも購入 130

● 代替品を調達 62

◎ 生産を調整 16

・ その他 55

21%

6%,罰 49%

10.燃料・原材料価格高騰への対策

● 販売価格の見直し 117

● 仕入れ先との交渉 71

◎ 商品構成の見直し 31

● 諸経費の削減 81

◎ 省エネ対策 28

● 業務の効率化 63

● 資金調達 15

● その他 45
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11.人件費の引き上げ

● 1.0%未満 23

● 1.0%~2.0% 未満 35

◎ 2.0%~3.0% 未満 39

● 3.0%~4.0% 未 満 16

◎ 4.0%~5.0% 未満 26

0 5.0%~6.0% 未満 23

● 6.0% 以上 18

● 引き上げていなし、 83
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12.現在の従業員数の過不足感

● 過剰気味 7

● ちょうど良し、 129

◎ 不足気味 127
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48%
49%



13,人材不足への対応

・ 従業員の能力開発 49

.
抄
きやすい環境ヌ 67

◎ 業務プ□セスの改善 30

● 他社との連携 27

設備投資 (IT化に
よる自動化など)

0 賃金の引上げ 56

● 研修生等の受入れ 10

6 その他 12
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14,価格転嫁の動向

● 0%~30% 未満 129

● 30%~50% 未満 21

◎ 50%~75% 未満 33

● 75%~100% 未満 54

8 100% 26

10%

　　　
　　　　
　

49%

8%

15.価格転嫁で・きなし、理由

● 交渉の場がなし、 37

● 交渉を持ちかけられなし、 21

◎ 今後の取引への影響が心配 90

● 一方的に受付されなし、 6

◎ その他 29
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16.金利上昇の中で・の今後 1年間の資金繰りの状況

● 厳しい 51

● やや厳しい 102

◎ 問題ない 101

● やや良い 6

9 良し、 3

・冒 19%

17.資金が必要な場合、その資金使途を教えてくださし、

・麗寡聞駿 34
孝繍組灘飛騨 22
0 通常の運転資金 109

● 借換資金 5

◎ 設備投資資金 58

0 その他 35
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18.事業承継の取り組み状況

● 完了又は現在進行中 73

● まだ取組んでし、ない 87

◎ 取り組む予定はなし、 58

● 後継者なし 45

17%

28%

22% ~

33%



19.商工会議所に期待する支援はありますか (複数回答可)

各種情報提供
(会報・SNS ・セ…

● 記帳・税務相談 29

◎ 資金繰り支援 70

● 労働保険関連 23

◎ 専門家派遣 17

事業計画策定・見
直しの支援
補助金申請支援 つつ
(小規模事業 ...

1"

● マッチング支援 31

・票璽談展会美嚢示会へ ・o

● 事業承継支援 20

　　　　　　　　　
● その他 35
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2026 年度 豊田商工会議所 経営課題に関するアンケート調査

当所では、管内の中小企業が抱える経営課題等を把握し、効果的な施策の立案

(無作為抽出)を対象にアンケート調査を実施します。
並びに国 県 市への要望事頂叱 りまとめむこ供するため 1ooo 会昌事業所

圏
【回答方法】
1 右QR コードよりオンライン回答 (所要時間 :5 分)

2 下記アンケート用紙に記入いただきFAX にて回答 (2枚)FAX:0 5 6 5-34 一 17 7 7

【回答期限】202 6年 5月 15日 (金)

区分 質問項目(1枚目) 回答欄 該当する口にチェック「レ」してください

事

業

所
業

況

QI 主たる業種
売上割合がもっとも高いもの

を- つお選びください

□①建設業 □②製造業 □③情報通信業 □④運輸業
□⑤卸売業 □⑥小売業 □⑦不動産業 □⑧飲食・宿泊業
□⑨サービス業 □⑩その他 ( )

Q2 従業員数役員・家族従業員

・パー ト ・アルバ イ ト除 く

□① 0人 □② 1人~5 人 □③ 6人~10 人

□④ 11人~20 人 □⑤21人~30 人 口⑥ 31人以上

Q3経営者の年齢 □①20歳一30歳代 □②40歳~50 歳代 □③60歳代

□④70歳代以上

Q4-①売上高の動向

直近1年間の売上高は前年の

売上高と比較してどの程度ですか

口①50% 未満 □② 50%~80% 未満 口③80%~100% 未満

□④ 100%~120% 未満 口⑤ 120% 以上

※①②③いずれか選択の方Q4‐②へ ④⑤いずれか選択の方Q4-③へ

Q4-②売上減少の要因

売上減少の要因は何であると

考えられますか (複数回答可)

□①燃料費の高騰 □②原材料等価格の高騰 □③人員不足
□④その他の経費・コストの上昇 □⑤同業他社との競合

□⑥その他 ( )
Q4-③売上増加の要因

売上増加の要因は何であると

考えられますか (複数回答可)

□①生産能力の向上 □②省人化による効率化 □③人員の増加
□④新しい販路・事業の開拓 □⑤その他の経費 ・コストの圧縮

□⑥その他 ( )
Q5仕入価格の動向
直近1年間の仕入価格は前年の仕

□① 100% 未満 □② 100%~120% 未満 口③ 120%~150% 未満

入れ価格と比較してどの程度ですか □④ 150% 以上

経
営

上

の
課
題

Q6直面している経営上の
問題・課題

(複数回答可5つまで)

□①燃料費の高騰 □②燃料の入手困難
□③原材料等価格の高騰 □④原材料等の入手困難
□⑤仕入単価の上昇 □⑥金利負担の増加 □⑦人件費の増加
□⑧人材不足 □⑨設備の老朽化 □⑩施設拡大用地の不足
□⑪同業他社との競合・競争激化 □⑫需要の停滞・減少

□⑬事業承継・後継者問題

□⑭その他 ( )

地

政

学

的

リ

ス
ク

Q7原材料の入手困難への対策
原材料 (原油・ナフサ・レアアース等)

が入手困難な中、どのような対策をお考

えですか

□①高価格でも購入 □②代替品を調達 □③生産を調整
□④その他 ( )

Q8燃料・原材料価格高騰への

対策 :貴社が実施した又は

実施予定の対策はありますか

(複数回答可)

□①販売価格の見直し □②仕入れ先との交渉
□③商品構成の見直し □④諸経費の削減 □⑤省エネ対策
□⑥業務の効率化 □⑦資金調達
□⑧その他 ( )



区分 質問項目(2枚目) 回答欄 該当する口にチェック「レ」してください

人

件

費

.
人

材

不

足

・
金

利

上

昇

等

に

よ

る

影

響

Q9人件費の引き上げ
前年と比較してどの程度人件費

を引き上げましたか

□① 1,0% 未満 □② 10%~2,0% 未満 □③ 2.0%~30% 未満

□④ 30%~40% 未満 □⑤ 4.0%~5,0% 未満

□⑥50%~60% 未満 □⑦60% 以上 □⑧引き上げていない

QIO-①現在の従業員数の

過不足感
□①過剰気味 □②ちょうど良い □③不足気味

※③を選択の方QI0‐②へ ①②を選択又は従業員0人の方QII-①へ

QIO-②人材不足への対応

人材不足に対して貴社では

どのように対処していますか

(複数回答可)

□①従業員の能力開発 □②働きやすい環境づくり

□③業務プロセスの改善 □④他社との連携

□⑤設備投資 (IT化による自動化など) □⑥賃金の引上げ
□⑦研修生等の受入れ □⑧その他 ( )

QII-①価格転嫁の動向

コスト上昇を100とした場合

どの程度価格転嫁できていますか

□①0%~30% 未満 □②30%~50% 未満 □③50%~75% 未満

□④75%~100% 未満 □⑤ 100%

※①火⑦火③いずれか選択の方QI1‐②へ ④⑤いずれか選択の方Q12へ

QII-②価格転嫁できない理由 □①交渉の場がない □②交渉を持ちかけられない

□③今後の取引への影響が心配 □④一方的に受付されない

□⑤その他 ( )
Q12金利上昇の中での

今後 1年間の資金繰り
の状況

□①厳しい □②やや厳しい □③問題ない

□④やや良い □⑤良い

Q13資金が必要な場合、

その資金使途を教えて
ください

□①部材・資材等仕入価格高騰による運転資金

□②事業再構築 (新たな取組)への運転資金
□③通常の運転資金 □④借換資金 □⑤設備投資資金
□⑥その他 ( )

承 事

継 業
Q14事業承継の取組状況 □①完了又は現在進行中 □②まだ取組んでいない

□③取組む予定はない □④後継者なし

支
援

要
望

Q15商工会議所に期待する
支援はありまずか

(複数回答可)

□①各種情報提供 (会報 .SNS ・セミナーの開催等)

□②記帳・税務相談 □③資金繰り支援 □④労働保険関連
□⑤専門家派遣 □⑥事業計画策定・見直しの支援

□⑦補助金申請支援 (小規模事業者持続化補助金・ものづくり補助金・

IT導入補助金・省力化投資補助金) □⑧マッチング支援

□⑨商談会・展示会への出展支援 □⑩事業承継支援

□⑪カイゼン支援 (ものづくり、事務・管理部門)

□⑫その他 ( )
そ

の
他

Q16その他ご意見があり
ましたらご記入ください

ご協力ありがとうございました。調査結果については集計資料を6月末頃公表予定です

■問合せ先 豊田商工会議所総務部 前田 / 小田 / 小栗 TEL0565‐32‐4568


